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第４回 岐阜市地域福祉推進委員会 

議 事 概 要 
 

1. 開催日時 

  令和 2 年 2 月 5 日（水） 13:30～ 

 

2. 開催場所 

  岐阜市役所低層部 4 階 全員協議会室 

 

3. 出席委員（15 名） 

  公募委員       青山 知子 

  岐阜市民生委員・児童委員協議会    赤地 鉄治 

   岐阜市小中学校長会      阿谷 亘 

  中部学院大学       飯尾 良英 

  岐阜市身体障害者福祉協会     五十川 勝也 

  岐阜市自治会連絡協議会     井上 いほり 

岐阜市医師会       梅田 哲正 

  岐阜市青少年育成市民会議     江原 由美子 

  岐阜市介護支援専門員連絡協議会    郷 春子 

  岐阜市社会福祉協議会      後藤 東洋士 

  岐阜市老人クラブ連合会     篠田 孝 

  特定非営利活動法人コミュニティサポートスクエア  杉浦 陽之助 

  公募委員       福島 洋子 

  岐阜県社会福祉士会      吉田 麻美 

   岐阜市赤十字奉仕団      鰐部 昌子 

（五十音順、敬称略） 

 

4. 議事次第 

  １ 開会 

  ２ 議事 

   （１）第 2 期地域福祉推進計画の最終案について 

  ３ 報告 

   （１）第 1 期地域福祉推進計画における成果指標の最終達成状況について 

   （２）取り組み事例報告について 

     ・岐阜市社会福祉協議会 鏡島支部（助け合い活動） 

   （３）今後のスケジュールについて 

  ４ 閉会 

   あいさつ 
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5. 議事要旨 
 

１ 開会 

事務局 （事務局あいさつ） 

２ 議事 第２期地域福祉推進計画の最終案について 

「第１章 はじめに」に関する意見 

○SDGs に関する記述について 

委員長 ・資料 1 のＰ.2 にある SDGs の記載についてです。事務局の説明によると、岐阜

市全体として SDGs を目標にし、進めていくということでした。SDGs の普及と

いうものは、最近になってテレビや新聞においてバッジをつけている人が増えて

きました。しかし、まだまだ普及していると言える状態ではないように感じます。

福祉と SDGs や計画の中に SDGs を入れ込むという所では、もう少し工夫をし

ていく必要があると思います。計画の中では、Ｐ.2 に 2 行しか記載がありません

が、もう少し内容が加えられると良いかと思います。 

・SDGs というものは、17 のカテゴリーがつくられています。計画では、第 4 章

の３つの柱ごとに、SDGs のどのカテゴリーに当てはまるのかが分かるように示

してあります。こういった部分も丁寧に説明をしなければ、分かりづらいかと思

います。もうひと工夫出来ると良いかと思います。 

事務局 ・経済、社会、環境の３側面における持続可能な開発を、統合的に取り組む推進の

１つとして SDGs が挙げられています。福祉的側面からも促進するということ

を、計画の中に書き加えていきたいと思います。 

「第５章 重点施策」に関する意見 

○イメージ図について（資料１ P.47） 

委員長 ・資料１の P.47 の福祉まるごと支援員の役割をはっきりとさせた方が良いです。

図にある水色の矢印は、市役所の各課から支援チームの方に伸びています。しか

し、福祉まるごと支援員と各課が連携を取りながら、支援チームを調整していく

役割があるので、福祉まるごと支援員の方から矢印を伸ばした方が良いように思

います。 

・地域福祉コーディネーターの役割として、資料 1 の P.47 の図に①相談とありま

す。この関係の中で、相談者に対して支援をするということもあると思います。

相談を受けるだけではないように思います。①相談に対応する反対の矢印（支援）

があっても良いと感じます。 

委員 ・資料 1 の P.47 の図の矢印についてです。④連携と示してあるので、各課からの

矢印と福祉まるごと支援員からの矢印の両方が、支援チームの方へ伸びていても

良いと思います。 

「第５章 重点施策」に関する意見 

○地域福祉コーディネーターについて 

委員 ・資料 1 の P.45、47 にある地域福祉コーディネーターについてです。地域福祉コ

ーディネーターの方とは、どのようにして出会うのかということについて気にな

りました。仕事で忙しく、地域とのつながりが薄い、働く世代の方は、どこから

つながれば良いでしょうか。 

委員 ・地域福祉コーディネーターについて、あまり知られていないように思います。具
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体的に何をしているのか分からない人が多く、地域福祉コーディネーターという

ものがあることを知らないという人も多いです。知れ渡っていなければ、利用も

出来ないと思います。 

委員 ・地域福祉コーディネーターが、50 校区に対して 7 人ということであると、1 人で

受け持つ箇所が大変多いです。 

・地域福祉コーディネーターの方が、全ての情報をお持ちかというと、そうではな

いこともあります。地域福祉コーディネーターにどういった相談をしたいのかを

社協の方に事前に知らせておき、そこからつないでもらうということも良いと思

います。つながっていくことで情報が得られると思います。 

委員長 ・地域福祉コーディネーターの方の仕事として、地域で福祉活動をされている皆さ

んの応援といったものだと思います。地域の自治会長や民生委員などの団体の方

と連絡を取りながら、住民による、住民の活動というものを、地域の方々がどう

やって進めていけば良いかなどの相談に乗ります。 

委員 ・地域福祉コーディネーターの方がいることは知っていましたが、具体的にどうい

ったことを行っているのかよく分かりません。地域包括支援センターなどは広報

活動をされていますが、地域福祉コーディネーターは位置づけがはっきりしませ

ん。市民の皆さんに、地域福祉コーディネーターのような方がいるということを

示していかなければ、なかなか広まっていかないと感じます。まるごと支援員と

の役割分担やつなぎの役目に関する説明が、計画に盛り込まれると良いと思いま

す。 

委員長 ・地域福祉コーディネーターについて、まだまだ PR 不足という所があるようです。 

「第５章 重点施策」に関する意見 

○福祉まるごと支援員について 

委員長 ・深刻な問題を抱えている人に対する包括的な支援という役割は、これまでは地域

包括支援センターなどで個別に相談を受けていました。これまで縦割りになって

いたものを、横のつながりとしてまとめていくということで、福祉まるごと支援

員を新たに設置していくということになっています。 

・地域福祉コーディネーターは、地域づくりというものを住民の皆様と一緒に行っ

ていくということです。福祉まるごと支援員は、市の行政機関と一緒に、住民の

皆さんの個別の問題に対応していくという構図になっていると思います。 

・3 圏域というものは広いです。本来は、もう少し細かく区域を分けていくと良い

と思います。スタートしながら、充実させていくということになると思います。 

委員 ・これまでは相談をした時に、ここでの担当ではないので違う所に行くように促さ

れるというような縦割りであったと思います。相談を受けた時に、まるごと支援

員の方につないでもらい、まるごと支援員が動いて下さるという構図になると思

います。それを考えると、３人だけでこなしていけるのかという疑問があります。 

・多岐にわたって色々な問題が起きてきたときに、グループやチームをつくって動

くのか、単発で動くのかそういったことも今後の課題になると思います。 

委員長 ・福祉まるごと支援員のリーダーシップが大切です。関わる人たちがチームを組ん

でやっていきます。レールの上に乗っかれば、支援チームが動き出すと思います。 

・3 人の配置では少ないと思います。今後は増やしていくことを検討して下さい。 

委員 ・福祉まるごと支援員は、地域の中での人と人とのつながりが大切です。相談者の
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ことについて、隣近所の人よりも向かい側に住んでいる人との方が良い関係であ

ることが、後から分かるといった状況ではいけないように思います。 

３ 報告 

(１) 第 1 期地域福祉推進計画における成果指標の最終達成状況について 

委員長 ・「第 1 期地域福祉推進計画における成果指標の最終達成状況について」事務局より

説明をお願いします。 

事務局 （事務局説明） 

(２) 取り組み事例報告について 

・岐阜市社会福祉協議会 鏡島支部（助け合い活動） 

委員長 ・「取り組み事例の報告について」岐阜市社会福祉協議会の鏡島支部より報告をお願

いします。 

鏡島支部 （報告） 

 (３) 今後のスケジュールについて 

委員長 ・「今後のスケジュールについて」事務局より説明をお願いします。 

事務局 （事務局説明） 

４ 閉会 

事務局 （事務局あいさつ） 

 


